
　１．北海道（地域別調査機関：（株）北海道二十一世紀総合研究所）
（－：回答が存在しない、○：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

良くなる － －
やや良くなる スーパー（店長） ・ポイントカード等の導入により、来客数の増加と客単価の

アップが期待できる。
コンビニ（エリア担
当）

・たばこ自動販売機でのタスポの導入で、コンビニでの買上
増加が見込まれる。

家電量販店（地区統括
部長）

・北京オリンピック開催前の薄型テレビの大幅な需要増が見
込まれ、全体としての売上も増加する。

旅行代理店（従業員） ・円高傾向にあることから、海外旅行客が増えることが期待
される。

変わらない 商店街（代表者） ・例年であれば、６月はバーゲン月ということで盛り上がる
月だが、今年は洞爺湖サミットの開催もあり、通常どおり
セールを行えるかがまだ確定していないので、どうなるか分
からない。

一般小売店［酒］（経
営者）

・３月中ごろまでは悪い数字が続いていたが、その後は売上
を回復してきている。現在の状況下では、売上はなかなか伸
びないが、今後については同じくらいの売上をキープできる
という感触がある。

百貨店（売場主任） ・春物の動きが良かったこと、また気温の高い日が今後も続
くということから、今後、夏物の動きが良くなってくる。

百貨店（販売促進担
当）

・相次ぐ値上げで消費者心理が冷え切っていたが、ガソリン
の値下げがそれを緩和する働きをしそうである。３月に、生
活必需品ではない春物ファッションが好調に推移したのは、
気温が高いという気候要因だけではなく、節約疲れへの反動
もあるとうかがわれる。

衣料品専門店（店長） ・年配客が多く、保険や医療費等の経費が増えて、生活費が
高くなることを心配している。そのため、今後についてはな
かなか良くならない。

高級レストラン（ス
タッフ）

・春の訪れとともに、消費動向が上向いてほしいと期待して
るが、景気の高揚感がない。レストランでは、食材や調理用
の消耗品が値上がりしており、売れるメニューづくりまでは
余裕がない状況である。札幌近郊のピザ店が、イタリア本国
の認証を取得して、今後が期待されているが、こういった飲
食関係の明るい話題はめったに出てこない。

旅行代理店（従業員） ・景気の良くなる要因がない。洞爺湖サミットや北京オリン
ピックなども、業界にとって大きなプラス要因になるとは今
のところ考えられない。

旅行代理店（従業員） ・原油高による燃油サーチャージの高騰などにより、海外旅
行に対する印象がより悪くなることが懸念される。現在の円
高だけでは海外旅行への悪影響をカバーしきれない。

美容室（経営者） ・今月は売上が伸びただけに、これ以上の伸びを望むのは難
しい。今後については、天候次第といった要素も大きい。

その他サービスの動向
を把握できる者

・原油高による諸物価の値上がりから、観光シーズンに入っ
ても需要の冷え込みが予想される。今後についても厳しい局
面は変わらない。

やや悪くなる 商店街（代表者） ・４月から食品を中心に幅広い値上げが予定されていること
から、生活防衛の傾向はますます強くなり、ファッション関
連や飲食店が中心の商店街においてはマイナスの影響が大き
い。

百貨店（役員） ・物価の上昇、原油価格の上昇、円高、株安等の要因に加
え、政治があまりにも安定しない昨今の状況に対して、普段
関心を持たないような消費者も嫌気がさしている。自分の生
活は自分で守るしかないという意識はますます強くなり、生
活防衛による消費活動の低迷は顕著になる。

スーパー（店長） ・今後、更に様々な商品が値上がりすることになる。給与所
得が増えないなかで、可処分所得が減ることになるため、景
気は後退する。

スーパー（店長） ・今後の商品の値上げに不透明な部分があり、客の買物動向
や意識に不安定な要素がある。

スーパー（企画担当） ・株式市場の軟調、ガソリン価格の混乱などの影響により消
費者心理が悪化する。店頭での消費行動もますます価格に敏
感になってきていることもあり、生活防衛意識は一段と高ま
る。

スーパー（役員） ・消費者の価格に対する関心が極めて高くなっている。原油
価格の高騰も影響して、やや買い控えが強まっており、実需
も減っている。

家計
動向
関連



スーパー（役員） ・４月から更に値上商品の品目が増えてくる。一方、値下げ
するような商品もないため、決して良い状況にはならない。
今後については買上点数の落ち込みが顕著になってくる。

コンビニ（エリア担
当）

・マンション工事などの減少により、工事関係者の来店が
減っている。マンションや住宅の新築の減少は住宅、家具、
電気など周辺事業者に与える影響も大きいため、今後もこう
した状況が続く。

コンビニ（エリア担
当）

・人口減少、前年の大型工事増加の反動がみられるなか、大
型競合店の出店が相次いでおり、当面、食品小売業において
は消耗戦を強いられる。前年のように気温が低く推移すれば
更に苦しくなる。一方、５月からのタスポ導入が九州のよう
な動きを見せれば、回復のチャンスとなる。

乗用車販売店（従業
員）

・各家庭における車の維持費の負担が増加しているため、車
の売上につながらない状況が今後も続く。

観光型ホテル（経営
者）

・観光需要は安定した社会条件下で成長するため、先行きの
社会経済情勢が不安定だと、ツアー客の足並みが乱れる。洞
爺湖サミットや北京オリンピックも必ずしも好条件ではな
い。宿泊客の消費単価の上昇もほぼ限界とみられる。

観光型ホテル（スタッ
フ）

・経済状況を反映しているようで、割安商品から先に売れて
いる。販売量はあるが、売上が今一つの状況であり、今後に
ついてはやや悪くなる。

タクシー運転手 ・建設関係に携わる客が、会社が大変なので今後は飲みにも
行けないとの話をしていたので、タクシーを利用する回数も
今後減ってくる。

通信会社（企画担当） ・春商戦での新規契約数は前年度よりも良いが、キャンペー
ンの多発による企業体力の消耗が激しい。

観光名所（役員） ・２月に引き続き３月も国内からの来客数がマイナスとなっ
ている。洞爺湖サミットも交通規制等からプラス材料とは考
えにくく、今後については厳しくなる。

観光名所（職員） ・洞爺湖サミットや北京オリンピック等があることから、今
年度前半の観光客は減少する。

悪くなる 百貨店（売場主任） ・懸念された物価上昇が至る所に現れ始めている。依然とし
て、企業体力に回復がみられず、賃金が据え置きの企業が大
多数であること、社会保障制度の不透明感やガソリン税の暫
定税率の問題など、政治不安が増していることなどから、今
後についてはますます消費が低迷する。

高級レストラン（経営
者）

・３月は進学シーズン、就職シーズンであり、毎年のように
景気が上向くはずだが、今年に限っては景気が落ち込んでい
る。これは株式市場の低迷やガソリン税の問題等の政治的要
素を含んだ問題が、イメージ的に景気を暗くしているためで
あり、今後についても悪くなる。

タクシー運転手 ・例年、春になるとタクシーの利用客が極端に少なくなる。
今年は冬期間の利用客も前年から減っていたので、これから
暖かくなってくれば、ますますタクシーの利用が少なくなっ
てくる。

設計事務所（所長） ・全体的に動きが悪いなか、建材の値上げが続いており、請
負契約時と実行予算時の差が大きくなっている。工務店は請
負損の状態であり、資金力のない工務店は淘汰される。この
ような状況が続けば、工事単価を上げざるを得ず、その結
果、鈍い客足が更に鈍くなる。

良くなる － －
やや良くなる 食料品製造業（役員） ・原材料価格は引き続き高騰しているが、消費者や購入先が

少しずつ理解を示しつつあることから、価格改定のピッチが
上がってくる。

家具製造業（経営者） ・洞爺湖サミットによる需要の拡大が見込まれる。
変わらない 食料品製造業（団体役

員）
・現在の円高や政治の不安定感の増大により、景況感は落ち
込み、消費者の節約度は更に強まることとなる。食料品製造
業を取り巻く環境は厳しいまま変わらない。

輸送業（営業担当） ・４月から値上げされる商品において、店先での在庫不足が
生じている。これをカバーするため荷動きが活発となるが、
これは一過性の現象であり、長続きしない。

金融業（企画担当） ・洞爺湖サミットの開催効果で周辺地域の経済活動は活発と
なるが、道内全体への波及効果は乏しい。食品をはじめとし
た諸物価の値上がりで、家計の防衛意識は強い。夏季賞与も
抑制が予想され、個人消費は弱めの動きとなる。総じて景気
は横ばいとなる。

やや悪くなる 輸送業（支店長） ・企業経営の悪化、倒産の連鎖が当分続く。
悪くなる ○ ○
良くなる － －

企業
動向
関連

雇用



やや良くなる 学校［大学］（就職担
当）

・３月までの採用経過が良かったことを踏まえると、４月以
降の企業の採用意欲がおう盛になる。

変わらない 職業安定所（職員） ・建設業の底冷えの影響からか新規求人数の伸び幅が小さく
感じられ、今後についても変わらない。

やや悪くなる 人材派遣会社（社員） ・現時点で、採用を見送る企業や採用見直し等の動きが多
く、近々で回復するような状況にはない。

求人情報誌製作会社
（編集者）

・建築物の耐震強度偽装問題の後遺症、地元大手の住宅メー
カーの倒産、原材料の高騰など、マイナス要因ばかりが目に
付き、好転する材料が思い当たらない。

職業安定所（職員） ・ほとんどの業種で新規求人数が前年を下回っていることか
ら、今後についてはやや悪くなる。

悪くなる ○ ○

関連


